交流ロボコン 2021 交流内容

交流概要
今年の交流ロボコンは新型コロナウイルスの影響を考慮し、各地から集合しての開催は中止になりました。それに変わり、開催予定だった「Frying Discs 2021」のロボットを考案してその技術などの交流を行うことになりました。ぜひ、そのアイデアを存分に表現して交流をしてください。

交流内容
1. ロボット構想
1.1. 評価内容
チーム毎に「Frying Discs 2021」に基づきロボットを考える。
このロボット案は運営により下記の観点から評価され、表彰される。
・実現性
・独自性
・デザイン
・技術力

1.2. アピールタイム
考案したロボット案について、運営に対して各チーム最大3分アピールする。
アピール内容・方法は問わない。

2. 交流
2.1. 交流タイム
『Microsoft Teams』（暫定）を利用したタッグ間、機械・回路・制御チーム間の交流を行う。
この交流は参加校のみならず希望する者も参加可能である。

2.2. プレゼンテーション
『Microsoft Teams』（暫定）を利用し、希望する者がプレゼンテーションを行う。
このプレゼンテーションは参加校のみならず希望するものは参加可能である。

3. その他
3.1. アイデアシートの作詞
参加するチームは1チームで1部のアイデアシートを作成し、提出すること。この時、内容によっては修正や再提出を求めることがある。
アイデアが変更になった場合、速やかな再提出を求める。
3.2. ルールブックの変更
ルールブックは修正する場合がある。修正の連絡は公式HPや広報Twitterで行うのでチェックすること。
3.3. FAQ
FAQは各高専の運営を通じて指定された日までに提出すること。質問の回数などは制限しない。
